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豊
島
陽
太
郎
氏
(荒
町
)が
地
方
自
治

功
労
に
よ
り
｢瑞
宝
双
光
章
｣を
受
章
さ

れ
、
７
月
22
日
に
豊
島
氏
宅
で
叙
勲
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

豊
島
氏
は
昭
和
27
年
に
常
盤
村
役
場

職
員
と
し
て
入
庁
し
、
34
年
に
わ
た
り

尾
花
沢
市
職
員
と
し
て
務
め
ら
れ
た
後
、

昭
和
61
年
９
月
か
ら
平
成
５
年
３
月
ま

で
の
６
年
６
カ
月
の
間
、
尾
花
沢
市
助

役
と
し
て
市
政
の
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
敬
意
を
表
し
、

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

※
瑞
宝
章

ず
い
ほ
う
し
ょ
う

…
国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し

功
労
が
あ
り
、
特
に
公
務
等
に
永
年

に
わ
た
り
従
事
し
、
功
績
を
あ
げ
た

方
に
授
与
さ
れ
る
章
で
す
。

こ
の
た
び
、
山
形
県
建
設
技
術
協
会

が
主
催
す
る
｢山
建
賞
｣に
、
市
町
村
工

事
の
道
路
部
門
で
、
三
共
開
発
㈱
が
施

工
し
た
平
成
30
年
災
第
8351
号
市
道
Ⅳ－

461
号
線
寺
山
橋
梁
災
害
復
旧
工
事
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
30
年
８

月
の
大
雨
の
際
に
被
災
し
た
岩
谷
沢
地

区
の
寺
山
橋
を
、
地
区
民
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
橋
と
橋
台
と
を
一

体
化
し
て
川
が
増
水
し
て
も
橋
が
被
災

し
な
い
よ
う
な
特
殊
工
法
を
用
い
て
、

災
害
復
旧
工
事
を
行
っ
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

協
会
で
は
、
建
設
技
術
の
向
上
に
寄

与
す
る
た
め
、
県
内
の
建
設
業
者
が
受

注
し
た
公
共
工
事
(ま
た
は
業
務
)を
対

象
に
、
優
秀
な
建
設
事
業
等
を
行
っ
た

企
業
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

８
月
20
日
、
市
役
所
で
消
防
団
協
力

事
業
所
表
示
証
交
付
式
が
行
わ
れ
、
今

回
新
た
に
(株
)菅
野
測
量
設
計
に
表
示

証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
示
証
は
、
会
社
勤
務
中
の
団

員
が
万
一
の
災
害
時
に
出
動
で
き
る
よ

う
に
協
力
す
る
事
業
所
に
交
付
す
る
も

の
で
、
本
市
で
は
平
成
20
年
か
ら
こ
の

制
度
の
運
用
を
開
始
し
て
お
り
、
こ
の

制
度
で
認
定
さ
れ
た
事
業
所
は
こ
れ
で

20
カ
所
に
な
り
ま
し
た
。

(株
)菅
野
測
量
設
計
本
間
政
人
代
表

取
締
役
は
「
会
社
と
し
て
も
消
防
団
に

協
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
あ
い

さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。
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消防団協力事業所表示証を交付された
㈱菅野測量設計本間代表取締役(写真中央)

市長より勲章と勲記を手渡された豊島氏(写真右）

受賞の報告に市役所を訪れた三共開
発㈱石山代表取締役(写真左）

第
１
回
審
議
会
で
は
、
会
に
先

立
ち
委
員
22
人
へ
市
長
か
ら
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
、
会
長
に
笹
原
光

政
氏
（
尾
花
沢
市
連
合
区
長
会
会

長
）、
副
会
長
に
川
村
一
義
氏
（
山

形
大
学
准
教
授
）
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

市
長
か
ら
は
「
次
期
計
画
は
、

誰
も
が
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え

る
尾
花
沢
を
目
指
し
て
、
市
民
と

行
政
が
連
携
し
て
未
来
に
誇
れ
る

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
の
も
の
と
し
た
い
。」
と

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
協
議
で
は
、
先
に
市

民
を
対
象
に
行
わ
れ
た
「
尾
花
沢

市
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

調
査
結
果
（
市
報
お
ば
な
ざ
わ
７

月
15
日
号
掲
載
）
と
、
第
６
次
総

合
振
興
計
画
の
検
証
結
果
、
さ
ら

に
、「
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の

開
催
状
況
が
報
告
さ
れ
、
次
期
計

画
策
定
に
あ
た
っ
て
の
今
後
の
方

針
と
基
本
構
想
の
枠
組
み
等
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
委
員

か
ら
は
、「
子
ど
も
の
保
育
や
教

育
環
境
が
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

が
重
要
で
は
な
い
か
」
や
、「
人
口

減
少
対
策
で
は
移
住
者
の
視
点
が

必
要
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
意
見

▲第１回審議会の様子。22人の委員が今後10年間
のまちづくりの基本構想と計画について協議を
行い、原案をまとめます。

令和３年度から10年間のまちづくりの指針となる「第７次総
合振興計画」の策定に向けて、学識経験者や団体、関係機関の代
表者で構成される「総合企画審議会」を設置し、８月19日に第１
回の審議会を開催しました。

▲｢第７次総合振興計画｣策定について審
議会の意見を求めるため、市長から笹
原会長へ｢諮問書｣が手渡されました。

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
、
今
後
４
回
に
わ

た
り
協
議
を
重
ね
て
計
画
(案
)を

ま
と
め
、
来
年
２
月
に
開
催
す
る

第
５
回
審
議
会
で
市
長
へ
答
申
す

る
予
定
で
す
。


